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はじめに: 本稿ではワイヤレスシステムの多様化に対応できる超高速スケーラブル・リコンフィギュラブル ADC開発の経過として、90nmCMOS

による高速動作にむけた SCF型ΣΔ ADCの性能確保について議論する．ΣΔ ADCの帯域とダイナミックレンジを上げるには微細プロセスによ
る高速化が必要だが、性能確保のためには適切な構成やパラメータ設定が不可欠である．そこで各パラメータの SNRへの影響度合を調べるため
にMATLAB /simulinkによるシミュレーションを行った．
シミュレーション: まずMATLAB によるフィルタ構成の比較を行った．それを踏まえて simulinkによるパラメータ可変の非理想的モデルを構築
し、シミュレーションによってΣΔ ADCの SNRのパラメータ依存性をグラフ化した．非理想的モデルには、ノイズ、オペアンプゲイン、量子化
器誤差、などが含まれるが、特に重要なのは、サンプリング容量によるトレードオフとなる kT/Cノイズとスルーイング、発生位置によりシェーピ
ングが効かない DAC素子ばらつきとジッターである．また、次段階として機能記述を用いた回路シミュレーションも行い、構成の確認をした．
結果: 性能劣化が少ない SCFのサンプリング容量値の範囲が得られ、オペアンプが十分な性能であることを確認した．また、DAC素子ばらつきや
ジッターによる性能劣化特性が得られた．

なお、本研究は半導体理工学研究センター (STARC)との共同研究により行われたものである．
また、デバイス情報は VDECを通じ ASPLAより提供されたものである．




